
作成日：R6 年 11 月 28 日  

令和 6 年度第 5 回 高松圏域自立支援協議会 知的障害者支援部会議事録 

 

日付 令和 6年 11月 28日（木） 

時間 10：00～11：30 

開催会場 かがわ総合リハビリテーションセンターAV会議室 

参加機関等 
高松市障害福祉課、香川県立中部支援学校、川部みどり園、香川県手をつ

なぐ育成会、アイルコート、支援センターりゅううん、支援センターこだま、高

松市障がい者基幹相談支援センター中核拠点                 

順不同  計 5名 

 

議題 1：権利条約勉強会振り返りについて 

議事 
【感想】 

・当事者より、ああいう場に参加できたことを喜ばれていた。緊張したけど有

意義に感じたと感想を聞いた。親御さんからの感想として、ああいう本人達

の意見を聞く場があることに驚かれていた。 

・講義の内容がとても分かりやすかった。権利条約についてパッケージ化して

他の場面でも利用できると感じた。講師の配慮で参加者の意見を引き出せ

たが、フリートークの場面で発言を引き出す難しさを感じた。レクリエーション

を入れた方が場が和むかもしれないと感じた。 

・想像をするのが苦手な方が多いので、何か媒体を使った方が意見を引き出

しやすい。フリートークでも何か資料を見ながら行った方が意見を引き出し

やすい。好きなことをしゃべるのが苦手である。講師は短く分かり安くしゃべ

ること、絵に出来ない言葉は使わないなどの配慮すると伝わりやすい。講義

部分で参加者から話してもらう場面があっても良かったかもしれない。 

・フリートークの静まった状況でしゃべるのが緊張するので発言が少なかった

かもしれない。休憩をうまく使うと良かったのではないか。前回の交流会から

の期間が空いたので、参加者同士が初めましてに近い状況になっていた。事

務局側も雑談をしてしゃべりやすい雰囲気を作っても良い。 

・内容が難しく身構えていたのを感じた。テーマをもっと絞っても良かった。 

・フリートークの時間に余裕を持つのもよいのではないか。 



【今後について】 

〇開催回数をどうするか？ 

・年に 1～2 回の開催が良いのではないか？当事者に参加してもらって意見

等を部会の取り組みの生かすことが目的。 

・合理的配慮について取り上げても良いのではないか。 

・権利擁護部会で市の出前講座を利用したと聞いた。内容は支援者向けだっ

た。 

・回数は２回で出来るだけ間が空かないように年間スケジュールを組むのが

良いのではないか？懇親会と何かテーマについて話し合うというセットがよ

いのではないか？ 

・次回の内容を決めるのが難しい。身近なテーマが良い、同じテーマについ

て少し内容を変える程度がよいのではないか？ 

・次回の部会で来年度の当事者の部会参加の計画を立てていく。 

勉強会に参加できなかった実行委員もいたので改めて講義を視聴する。 

 

議題 2：強度行動障害 SV について 

議事 
【申込】 

・生活介護の事業所から職員研修への講師派遣 

・放課後等デイサービス事業所からケースへの対応について助言を求められ

た。 

【周知】 

・育成会の会報と一緒に配布するのは可能である。PDF データを送付する。

学校と事業所に配布する。 

・B型事業所部会 1/8に開催予定 

・GH交流会ワーキングが２月に開催予定。 

・意思決定支援、虐待防止の研修でも配布する。 

【講師】 

・現状３名で引き受けているが件数が増えてきたら対応が難しくなる。講師の

増員も検討が必要。 

 

議題 3：協議会 全体会の報告について 

議事 
・行政より意思決定支援のガイドラインの周知について 

・医師会から小児科から入院の依頼をしても断られることもある。という話題

提供あり。 



 

議題 4：その他について 

議事 
・１０月中四国本人大会開催され、部会長も参加した。 

本人向け大会では 5 つの県の当事者から登壇していただいた。支援者も含

めて 100 名ほど参加があった。１０個のグループを作りグループワークも実

施した。 

支援者向け大会では、シンポジウム「自分らしく生活するために」を開催し

た。 

・グループホーム事業所より知的障害者支援部会への参加の要望あり。事務

局で聞取り予定。 

 

 

 

次回部会は 2/20 AM9：00～11：00、9：30 開催 リハセン第一研修室  


